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◎必修（履修時期指定）

○選択必修（いずれかで履修）

△自由選択（いずれかで履修）

１T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T

2 2 選択
必修

○

2 大学教育入門 2 必修 ◎

2 教養ゼミ 2 必修 ◎

4 人文社会学系科目群 2 ○ ○

4 自然科学系科目群 2 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 △ △

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 △ △

コミュニケーションⅠＡ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅠＢ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅡＡ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅡＢ 1 ◎ ◎

ベーシック外国語Ⅰから
１科目

1 ○

ベーシック外国語Ⅱから
１科目

1 ○

2 情報・データ科学入門 2 必修 ◎

健康スポーツ科目 2 1又は2 選択
必修

○ ○ ○ ○

微分積分学Ⅰ 2 ◎

微分積分学Ⅱ 2 ◎

線形代数学Ⅰ 2 ◎

線形代数学Ⅱ 2 ◎

数学演習Ⅰ 1 ◎

数学演習Ⅱ 1 ◎

一般力学Ⅰ 2 ◎

一般力学Ⅱ 2 ◎

物理学実験法・同実験Ⅰ（注4） 1 ◎

物理学実験法・同実験Ⅱ（注4） 1 ◎

6 教養教育科目の全ての科目区分
から（注５）

自由
選択

△ △ △ △ △ △ △ △

46

前期前期 後期

第　四　類（建設・環境系）

科　目　区　分 要修得
単位数

授 業 科 目 等 単位数
履修
区分

履　修　年　次　（注１） 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期後期

教

養

教

育

科

目

選択
必修

選択
必修

自由選択科目

卒 業 要 件 単 位 数

大学教
育基礎
科目

共

通

科

目

大学教育入門

教　養　ゼ　ミ

領　域　科　目 

コミュニケー
ションⅡ

初修外国語
（ドイツ語，フランス語，スペ
イン語，ロシア語，中国語，
韓国語，アラビア語のうちか
ら１言語選択）

16

注１： 履修年次に記載の◎，○，△のセメスター又はタームで単位を修得できなかった場合は，これ以降のセメスター又はタームで受講できる。な
お，授業科目により実際に開講するセメスター又はタームが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育科目授業時間割等で確認する

注２： 「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により修得した単位は，卒業に必要な単位に含める
ことはできない。ただし，海外語学研修については，事前の申請によりコミュニケーションI，IIとして単位認定が可能である。詳細については，
学生便覧の教養教育の英語に関する項を参照すること。

注３： 外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項を参照すること。

注５： コミュニケーション基礎の履修により修得した単位を算入することができる。

注４： 同一科目の「実験法・同実験Ⅰ（1単位）」と「実験法・同実験Ⅱ（1単位）」の両方を履修すること。

必修

外
国
語
科
目

英語
(注２・３)

コミュニケー
ション基礎

（0） 自由
選択

2

基　盤　科　目

コミュニケー
ションⅠ

情報・データサイエンス科目

平　和　科　目

2 必修

2 必修



◎　 必　　修

①，② ，③

○，Ⓐ ，Ⓑ ，Ⓒ ，Ⓓ

△　 要　　望

1T2T3T4T1T2T3T4T1T2T3T4T1T2T3T4T
応用数学I 2 ◎ ◎ 4
応用数学II 2 ① ○ 4
応用数学III 2 ① ○ 4
応用数理A 2 ① ○ 4
確率・統計 2 ① ○ 4
環境論 2 ○ 2 2 2 2 ※1
工学プログラミング基礎 2 ◎ ◎ 4 4 ※2
応用数学総合 2 ① ○ 4
技術英語演習 1 ◎ 4
空間の創造 2 ③ ○ 4
まちのかたちとくらし 2 ③ ○ 4
数学演習 2 ① 4
科学技術英語演習 1 ◎ 4
社会基盤技術と技術者の倫理 2 ◎ 4
材料力学 2 ◎ 4
材料力学演習 1 ② 4
構造力学 2 ◎ 4
構造力学演習 1 ② 4
水理学 2 ◎ 4
水理学演習 1 ② 4
土の力学 2 ◎ 4
土の力学演習 1 ② 4
材料学 2 ◎ 4
コンクリート工学 2 ◎ 4
流体力学 2 ◎ 4
社会基盤計画学 2 ◎ 4
環境科学基礎 2 ◎ 4
測量学 2 ◎ 4
測量学実習 2 ◎ 8
学外実習 1 △ 4
社会基盤環境工学実験 2 ◎ 8

第四類　専門基礎科目

履修指定

授業科目
単
位
数

第４年次
後期 前期 後期

備考

選択必修

社
会
基
盤

環
境
工
学

建
築

第２年次 第３年次
後期前期 前期

毎週授業時数

第１年次
後期前期



◎　 必　　修

①，② ，③

○，Ⓐ ，Ⓑ ，Ⓒ ，Ⓓ

△　 要　　望

1T2T3T4T1T2T3T4T1T2T3T4T1T2T3T4T

履修指定

授業科目
単
位
数

第４年次
後期 前期 後期

備考

選択必修

社
会
基
盤

環
境
工
学

建
築

第２年次 第３年次
後期前期 前期

毎週授業時数

第１年次
後期前期

建築材料 2 ◎ 4
建築材料実験 1 Ⓓ 3 3
建築一般構造 2 Ⓐ 4
建築設計製図I 2 ◎ 6 6
建築設計製図II 2 ◎ 6 6
建築構造力学I 4 ◎ 4 4
建築構造力学II 4 ◎ 4 4
建築物振動論 2 ○ 4
鉄筋コンクリート構造 2 Ⓐ 4
地盤・建築基礎構造 2 ○ 4
建築行政 2 ◎ 4
建築見学演習 1 Ⓓ 1 1 1 1
建築史Ｉ 2 ◎ 4
建築計画I 2 ◎ 4
都市計画 2 ○ 4
建築環境学I 2 Ⓑ 4
建築環境学II 2 Ⓑ 4
建築環境学演習 1 Ⓑ 4
建築学外実習 1 ○ 3 3
建築ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学 2 ○ 4
鋼構造設計基礎 2 Ⓐ 4
建築図学 2 ○ 4
木質構造 2 Ⓐ 4

※2　社会基盤環境工学は第2年次後期，建築は第3年次前期第1タームにおいて開講する
※1　隔年開講なので，そのいずれかを履修すること



◎　必　　修
○　選択必修
△　自由選択科目

1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

鉄筋コンクリート構造・演習 3 ○ 8
地盤工学 2 ○ 4
橋梁と耐震 2 ○ 4
地盤防災学 2 ○ 4
エネルギー原理と構造解析 2 ○ 4
維持管理工学 2 △ 4
コンクリートの環境化学 2 △ 4



社会基盤環境工学プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

知
識
・
理
解

(1) 教養・視野の広さ
広範化，複雑化する社会や自然環境を，自然，人
文，社会などの科学的視点から，多面的に観ること
ができる．

広範化，複雑化する社会や自然環境を，自然，人
文，社会などの科学的視点から観ることができる．

社会や自然環境を，自然，人文，社会などの科学
的視点から観ることができる．

(1) 問題構成力
数学や物理などの知識に基づいて問題を論理的
に整理して，技術的問題を構成することができる．

数学や物理などの知識に基づいて問題を論理的
に整理し，説明することができる．

数学や物理などの方程式系と問題の関連性を理
解することができる．

(2) 問題解析力
必要な情報を獲得し，技術的問題を抽象化，モデ
ル化して，解析することができる．

必要な情報を獲得し，技術的問題を解析すること
ができる．

抽象化，モデル化された技術的問題の解析に必
要な情報を理解することができる．

(1) 課題発見力
国際社会・地域社会における自然と人間と技術の
かかわりを理解し，課題を発見することができる．

国際社会・地域社会における自然と人間と技術の
かかわりを理解することができる．

地域社会における自然と人間と技術のかかわりを
理解することができる．

(2) 評価力
複数の解決案を提案し，その結果を予測して，優
劣を評価することができる．

優劣を評価する基準を自身で立てて，ある解決案
の結果を予測することができる．

ある解決案の優劣を評価する基準を理解すること
ができる．

(3) 伝達する能力
提案する解決案の内容，合理性，効果，実行可能
性を他人に伝達することができる．

提案する解決案の内容と合理性を他人に伝達す
ることができる．

提案する解決案の内容を他人に伝達することがで
きる．

(4) 実行力・解決力

自身の知識や理解，能力や技能を総合的に駆使
して，他者との協働により問題解決のプロセスを実
行するとともに，実行力・解決力を自発的・継続的
に高めることができる．

自身の知識や理解，能力や技能を総合的に駆使
して，他者との協働により問題解決のプロセスを実
行することができる．

自身の知識や理解，能力や技能を駆使して，問題
解決のプロセスを実行することができる．

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

総
合
的
な
力

別紙２

評価基準学習の成果

評価項目

能
力
・
技
能

本プログラムでは，教養教育，専門教育，および卒業論文によって，上述の評価項目に対応する能力の継続的な伸長を図るよう工夫がなされている．教養教育科目群は，
専門基礎科目群とともに実験を総まとめとして上述の全項目に関わる最初のサイクルを構成し，学習の成果に関わる基礎的能力を養成する．専門科目群を踏まえたデザ
イン科目は2回目のサイクルを構成して学習の成果に関わる応用的能力を養成する．さらに卒業論文では，3回目のサイクルとして学習の成果に関わる能力を総合的に高
める．
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2 33 1 33 1 34 1 100
4 16 1 16 1 17 1 17 1 17 1 17 1 100
2 100 1 100
5 14 1 14 1 14 1 14 1 14 1 15 1 15 1 100

(1) (1) (2) (1) (2) (3) (4)
総合的な力



教養ゼミ

平和科目 平和科目

パッケージ別科目 パッケージ別科目

領域科目 領域科目 領域科目 領域科目

コミュニケーションI コミュニケーションII コミュニケーションIII コミュニケーションIII

ベーシック外国語I ベーシック外国語II

スポーツ実習 スポーツ実習

まちのかたちとくらし

空間の創造

教養ゼミ

平和科目 平和科目 プロマネ※

倫理※

まちのかたちとくらし

空間の創造

微分積分学I 微分積分学II 物理学実験 応用数理A

線形代数学I 線形代数学II 応用数学II

数学演習I 数学演習II 応用数学III

一般力学I 一般力学II 確率・統計

応用数学I

測量学実習 工学プログラミング基礎 数学演習

測量学実習 倫理※

教養ゼミ

ベーシック外国語I ベーシック外国語II コミュニケーションIII コミュニケーションIII 科学技術英語演習

初修外国語 初修外国語

情報科目 測量学実習 工学プログラミング基礎 倫理※

測量学実習 工学プログラミング基礎

プロマネ：社会基盤プロジェクトマネジメント

倫理：社会基盤技術と技術者の倫理

実験：社会基盤環境工学実験 デザイン：社会基盤環境デザイン

１年 ２年 ３年 ４年

前期 後期 前期 後期 前期 後期

E評価力

F伝達する能力

G実行力・解決力

前期 後期

A教養・視野の広さ

B課題発見力

C問題構成力

D問題解析力

卒業論文

専門基礎

(計算演習)

専門基礎

(講義)
専門

(講義)

専門

(講義)

デザイン

※
実験

※

テキストボックス
別紙4





 

有尾 一郎 助教 7792 土木構造工学 mario@hiroshima-u.ac.jp 

小川 由布子 助教 7786 構造材料工学 ogaway@hiroshima-u.ac.jp 

Nguyen Huu 
May 

助教 2349 土木構造工学 nguyenhuumay@hiroshima-u.ac.jp 

中下 慎也 助教 7818 海岸工学 nakashita@hiroshima-u.ac.jp 

鳩野 美佐子 助教 7821 水工学 misakohatono@hiroshima-u.ac.jp 

Mojiri Amin 助教 7783 環境保全工学 mojiri@hiroshima-u.ac.jp 

Mohamad Basel 
Al Sawaf 

助教 2349 海岸工学 mbasel@hiroshima-u.ac.jp 

Riya Catherine 
George 

助教 6875 構造材料工学 riya@hiroshima-u.ac.jp 

※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 
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